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　ピアノ三重奏というジャンルは、実は奥が深く極めて難しい

のではないか。室内楽を数多く手掛ける中で、その想いと謎は

深まるばかりだった。有名なソリストが3人集って一期一会の

ようにそれぞれの技を競う。かつてレコード産業華やかなりし

頃、また各国のフェスティバルやアメリカの室内楽シーンなど

で見られるこうした華やかな編成が一方の極にあり、もう一つ

の極にメナヘム・プレスラーのボザール・トリオやチェコの

スーク・トリオなど、生涯通じてかなりの時間をピアノ・トリオ

に捧げた常設（またはそれに近い）アンサンブルが存在する。

後者のアプローチの多くは、前者の超ド級のソリストが集う 

スリリングさや壮大さに代わって、緊密なアンサンブルによる

インティメットな美しさを追究し、結果として曲そのものの 

魅力が浮かび上がってくることが多い…。アプローチの仕方

によって作品の見え方が大きく変わってくるだけに、こちら

のスタンス次第でどうにもなり、作り方が難しい。そんなわけ

で、これまでTOPPANホールアンサンブルなどのシーンで企画

をするのに躊躇してきた。

　そんな中にあって、パリ国立高等音楽院の卒業生によって結

成され、2027年に創立40周年を迎えるトリオ・ヴァンダラー

は、前述のどちらにも当てはまらない第3の魅力を提示してく

れるピアノ・トリオのような気がしてならない。その魅力を

解明するためにもぜひTOPPANホールに招いて、みなさまとラ

イヴを共有したいと思ったのが、今回の公演の一つのきっかけだ。

　彼らがもたらしてくれる新しい視座の一つは、自由さと遊び

心。常設の団体だからこそ成し得る絶妙のバランス感覚が生

み出す精緻なアンサンブル。ディスクに残された数多くの演奏

ではそうした側面もはっきりと感じとれるが、（私の数少ない経

験をもとに判断すると）実演での彼らはもっと自在、自由闊達

で即興的ですらある。室内楽にあっては自由度が比較的高い

というピアノ三重奏の特徴を最大限に活かし、その瞬間を生

き、それを気心のしれた仲間とキャッチボールしながら謳歌し

ている…、そんな雰囲気がたまらなく魅力的、まさに室内楽だ。

もちろん必要な場面ではきっちりと緻密さも併せ持つしたた

かさ。崩壊しそうで崩壊しない、まさにライヴの醍醐味、感興

をもよおす要素がふんだんに盛り込まれている。

　そんな彼らの特徴が際立つようにプログラムは敢えてフラ

ンスものを3つ並べてみた。それぞれが作曲家の個性際立つ

作品だけに、ヴァンダラーの3人の個性と掛け合わされて、

ほかでは聴けない化学反応が期待できる。

　そんな彼らを集まってくれたお客さまがどのように楽しんで

いただけるのか。それが最後の、そして最大の楽しみだ。
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